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児童ポルノについての国民意識調査
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実施概要
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児童ポルノ等に関する国民の意識を把握し、今後の政府等への政策
提言の参考とする。

目的

2023年7月30日（日）～8月13日（日）実施期間

全国 15～79歳 男女個人対象

200地点を抽出、住宅地図データベースから世帯を抽出し個人を割当。
エリア・都市規模と性年代構成は、日本の人口構成比に合致するよう
割付し回収。

抽出・割合

調査員による個別訪問留置調査（乗合方式）回答方法

1,200s回答数

特定非営利活動法人チャイルド・ファンド・ジャパン調査主体

日本リサーチセンター調査実施委託先



参考とした過去の世論調査
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内閣府 児童ポルノに関する世論調査2002年8月
内閣府 有害情報に関する特別世論調査2007年9月
内閣府 子供の性被害防止対策に関する世論調査2018年7月～8月



結果分析概要
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児童ポルノ禁止法対象外のコンテンツの規制を支持する比
率は、総じて女性が高く、年齢が上がるほどが高い。一方、
若年男性は低め。

実在しない子どもの空想コンテンツの規制を支持しない層で
は、表現の自由が最多の理由となっている。「児童の権利を
害するものと言えない」「児童ポルノの流通を助長するなどの
悪影響はない」も一定数あった。

空想コンテンツ、ＡＩ生成コンテンツの規制については、 7割
が規制を指示する一方、 「わからない」が２割ほどあった。

記述式回答には、空想による児童ポルノが実害を防ぐと信じ
ているコメントが複数あった。

コンテンツを規制するべき主体として、「サイト管理者」が最も
高く、政府やインターネットプロバイダーも高め。



提言
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若年男性への啓発が特に必要。例えば、若年男性が多用す
るメディアへの啓発広告増。

空想コンテンツ、ＡＩ生成コンテンツのリスクについての啓発
が必要。例えば、マスメディアによるリスク記事の掲載増。

子どもの権利と人権についての啓発が必要。例えば、学校
教育における性教育の強化や「ビジネスと人権」の強化。

表現の自由と子どもの権利をバランスさせるガイドラインが
必要。例えば、映画倫理機構や日本ビデオ倫理協会による
レイティングシステムに類似した制度の導入。

空想による児童ポルノに子どもと若者が「NO」と言える公平
でオープンな環境づくりが必要。例えば、こども基本法や子
どもの権利条例による施策の強化。



問１ 児童ポルノ禁止法規制対象外の「児童の権利を害するコンテンツ」
の規制に関する意識
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児童の権利を害するようなコンテンツ（映像、動画等）を法令で規制することについては、「規制するべきだと思う」（67.8%）が最も高く、「どちらかとい
えば規制するべきだと思う」（18.1%）を合わせた『規制するべき計』は85.9％と多数を占める。一方、『規制するべきではない計』（どちらかといえば規
制するべきだと思わない＋規制するべきだと思わない）は4.3％にとどまる。「わからない」（9.7％）は全体の１割ほど。
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規制 やや規制 やや規制せず 規制せず わからない 無回答

85.9 4.3



問２ 性的表現を含む「児童の実写ではないコンテンツ」の規制に
関する意識 
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性的表現が含まれる、児童の実写ではないコンテンツを法令で規制することについては、「規制するべきだと思う」（47.1%）が最も高く、「どちらかとい
えば規制するべきだと思う」（27.9%）を合わせた『規制するべき計』は75.0％と全体の3/4を占める。一方、『規制するべきではない計』（どちらかといえ
ば規制するべきだと思わない＋規制するべきだと思わない）は10.8％と全体の１割程度。「わからない」（13.8％）は全体の１割強。 
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15～19才
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全体

規制 やや規制 やや規制せず 規制せず わからない 無回答

75 10.8



問３ 「児童の実写ではないコンテンツ」の規制範囲（規制支持者
ベース） 

9

性的表現が含まれる、児童の実写ではないコンテンツについて、どのような規制を設けるべきかについては、「見る者にとって、児童を描いたものと
分かるものであれば、たとえモデルが存在しない空想上のものでも規制するべきである」（58.1%）が最も高く、 「見る者にとって、誰をモデルにしたの
か分からなくても、実際にモデルとなった児童が存在するなら規制するべきである」（28.0%）が続き、この２項目で86％を占める。 

62.4

71.1

65.6

56

50

54.2

50

60.3

58.7

57

59.2

54.1

57.1

42.5

50

55.5

58.1

28.2

15.6

25.3

29.7

22.7

31.3

27.3

25.2

33.3

32.9

28.9

28.4

28.6

37.5

33.3

31.4

28

2.4

8.9

3.4

5.5

7.6

6.3

9.1

5.7

5.3

3.8

5.3

8.1

8.2

12.5

5.6

6.6

6.1

5.9

4.4

4.6

8.8

18.2

8.3

13.6

8.2

2.7

6.3

6.6

9.5

4.1

7.5

5.6

6.1

7.2

1.2

0

1.1

0

1.5

0

0

0.6

0

0

0

0

2

0

5.6

0.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70～79才

60～69才

50～59才

40～49才

30～39才

20～29才

15～19才

女性 計

70～79才

60～69才

50～59才

40～49才

30～39才

20～29才

15～19才

男性 計

全体

空想上の児童がモデル 特定できないが実際の児童がモデル 特定できる実際の児童がモデル わからない 無回答



問４ 「非実在の児童」をモデルとした空想コンテンツの規制に関
する意識 
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 「実在しない児童」をモデルにした空想上のコンテンツ等について、最も高いのは「規制対象とするべきである」（41.8%）で、「どちらかといえば規制対
象とするべきである」（27.1%）を合わせた『規制対象とするべき計』は68.9％と７割近くを占める。一方、『規制対象とするべきではない計』（どちらかと
いえば規制対象とするべきではない＋規制対象とするべきではない）は11.6％と１割強となっている。また、「わからない」(19.0％）も全体の２割ほど
みられる。
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問５ 「非実在児童モデルの空想コンテンツ」規制対象とするべき
理由（規制支持者ベース） 
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「実在しない児童」をモデルにした空想上のコンテンツを規制の対象とするべきだと思う理由（規制支持者ベース）では、「児童ポルノの流通を助長し、
悪影響があると思うから」（67.1%）が最も高く、以下、「小児性愛者などに刺激を与えるから」（59.7%）、「児童の権利を害するものとして、影響はある
と思うから」（51.9%）などの順となっている。

無回答わからないその他外国での規制
児童の権利の
侵害

小児性愛者へ
の刺激

児童ポルノの流
通を助長

0.22.31.19.151.959.767.1全体
0.32.71.39.352.75965.7男性小計

男性

010.55.35.357.942.157.915～19才
07.75.12.643.646.248.720～29才
002.610.560.563.260.530～39才
01.507.549.358.259.740～49才
01.41.414.55866.773.950～59才
02.7012.248.663.568.960～69才

1.41.407.154.357.174.370～79才
0.220.98.951.260.368.3女性小計

女性

000036.842.163.215～19才
02.4017.148.863.451.220～29才
01.93.85.741.562.367.930～39才
03.41.111.248.368.565.240～49才
02.41.29.656.661.471.150～59才

1.21.204.745.948.276.560～69才
01.209.965.464.270.470～79才
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問６ 「非実在児童モデルの空想コンテンツ」規制対象とするべ
きではない理由（規制非支持者ベース） 
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「実在しない児童」をモデルにした空想上のコンテンツを規制の対象とするべきだと思わない理由（規制非支持者ベース）では、「表現の自由を侵害
するから」（67.6%）が最も高く、回答者の７割近くを占める。以下、「児童の権利を害するものとは言えないから」 （36.7%）、「児童ポルノの流通を助長
するなどの悪影響はないと思うから」（23.7%）などの順となっている。
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性別
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0015.20336.439.472.720～29才

07.928.9010.526.336.860.530～39才

3.6025010.717.935.77540～49才

0013.30202046.746.750～59才

0028.6014.3014.357.160～69才

016.7000033.35070～79才

(%)



問７ 「AIが作成する性的表現の含まれるコンテンツ」の規制に
関する意識 
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ＡＩが作成するコンテンツ等を規制の対象とすることについては、「規制対象とするべきである」（44.8%）が最も高く、「どちらかといえば規制対象とする
べきである」（27.2%）を合わせた『規制対象とするべき計』は71.9％と７割ほどを占める。一方、『規制するべきではない計』（どちらかといえば規制対
象とするべきではない＋規制対象とするべきではない）は7.1％と１割に満たない。また、「わからない」(20.3％）も全体の２割ほどみられる。
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規制 やや規制 やや規制せず 規制せず わからない 無回答

71.9 7.1



問８ 「AIが作成する性的表現の含まれるコンテンツ」を規制対象
とするべき理由（規制支持者ベース） 
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ＡＩが作成するコンテンツ等を規制の対象とすべき理由（規制支持者ベース）としては、「児童ポルノの流通を助長し、悪影響があると思うから」
（62.1%）が最も高く、以下、「小児性愛者などに刺激を与えるから」（56.0%）、「児童の権利を害するものとして、影響はあると思うから」（52.6%）の順と
なっており、この３項目は回答者の半数超となっている。
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表現を学習
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流通の助長

0.32.41.78.83952.65662.1全体
0.52.81.38.739.750.155.258.5男性小計

男性

05.35.35.331.673.731.663.215～19才
02.602.648.746.235.943.620～29才
06.14.14.132.734.7494930～39才
04.305.839.143.555.15840～49才
002.712.245.956.866.262.250～59才
04.1014.937.851.459.558.160～69才

2.9008.737.755.160.969.670～79才
0.22.12.18.938.554.756.665.1女性小計

女性

000033.338.147.661.915～19才
04.42.213.344.446.748.955.620～29才
01.64.84.836.555.652.457.130～39才
01.13.313.33052.265.663.340～49才
01.12.312.647.150.662.16950～59才

1.23.503.54055.345.965.960～69才
02.51.38.936.769.66274.770～79才

(%)
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ＡＩが作成するこのようなコンテンツ等の流通防止の役割を担う主体（規制支持者ベース）としては、「サイトを実際に管理、運営しているコンテンツプ
ロバイダー（サイト管理者）」（70.3%）が最も高く、他の項目に比べても特に高い。以下、「法務省や警察庁など法の整備や取り締まりを行う行政機関」
（40.7%）、「インターネットサービスプロバイダー」（38.1%）、「総務省など通信関係企業を監督する行政機関」（38.1%）などの順となっている。 

無回答わからないその他
携帯電話会
社

通信業界団
体

インター
ネット利用
者

総務省ISP
法務省や警
察庁

サイト管理
者

9.47.50.220.224.324.638.138.140.770.3全体

8.97.6019.823.923.439.437.24369男性小計

男性

5.331.6015.821.121.115.831.636.857.915～19才
10.37.7012.815.412.84128.235.956.420～29才

12.212.2016.326.528.632.728.626.559.230～39才

10.111.6021.727.524.636.237.744.960.940～49才
9.51.4018.924.325.737.836.543.278.450～59才
4.15.4024.32324.348.647.348.67360～69才

10.12.9021.724.621.744.939.152.279.770～79才
9.87.40.420.424.725.53738.938.771.5女性小計

女性

9.54.8014.34.81914.328.638.166.715～19才
6.715.6011.115.624.433.326.728.968.920～29才

20.67.91.615.91927271925.463.530～39才
7.84.4016.725.626.738.945.644.476.740～49才
4.69.21.129.934.527.64649.448.37750～59才

14.19.4021.222.424.737.64035.364.760～69才
6.32.5024.130.424.140.544.341.875.970～79才

0

50

100

(%)



質問票
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